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開催日時

開催形態

2022年 2月 4日 (金)16100～ 17:00

Zoomウェビナー(要事前申込/無料)

UiCC日本委員会

催 :一般社団法人がん医療の今を共有する会 (ACT)

男‖生の二人に二人、女性の二人に一人ががんになる現代の日本にあつても、

がんと診断されてうろたえない人はほとんどいません。がんと診断さイlた

患者が、医師と治療選択を共有し、医療者の支えのもとに納得して治療に

向き合えるにはどうしたらいいのか。がん治療の専門家とがん患者が、

ブィスカッションを行います。

∪CC日本委員会幹事・日本対がん協会会長

司 会 :垣添 忠 生 国立がんる汗究センダー名誉総長

(公財)医用原子力技術研究振興財団理事長

開催日時

開催形態

主  催

共  催

2022年 2月 4日 (金)19:00～ 20:10

Zoomウェビナー(要事前申込/無料)

UiCC日 本委員会

MSD株式会社
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量
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垣添 忠生
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金田 信一郎 (作家 ジャーナリスト食道がん経験者)
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山□ 博弥 (読売新間東京本社†P隠 集委員。前立腺がん経験者)
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秋元 哲夫 (国 立がん研究センダー東病院副院長 放射線治療科長)

|■ |■■ |● |■ ■■ ||■ ||||● III 
―
|  ||  |I I●

=■
|―

渡邊 雅之 (がん研有明病院副院長 食道外科部長)
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～shared declslon making～

コロナ渦による受診・検診控えにより、以前よりもがんが進行した状態で

発見されるがん患者さんが大幅に増力□することが懸念さイ1て います。

ワールドキャンサーデーという日に改めてこの問題を専門家と一緒に考え、

検診控えや受診控えをしない、させないことを目指しましょう。

司 会 :野田 哲 生 ∪lcc日 本委員会委員長 がん研究会がんる升究所所長

日冦翌翌■ 野田哲生
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中金 斉(U CC日 本委員会幹事 □立がん研究センダー理事長)
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1日添忠生(U CC日 本委員会幹事 日本対がん協会会長)
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佐野 武(∪ CC日 本委員会TNM委員会委員長 がん研究会有明病院院長)

蒻田ロロ狙 野田哲生

辮

がん患者が医師と治療選択を

共有するためには
～shared declsBon making～

コロナ渦の受診控え
～病院に行くのを

ためらつているあなたへ～

〔本件に関するお間い合わせ〕E‐mait wcd0204@ettesnetico.」 p


